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研究成果概要 
Ashra 実験では、2008 年夏から一部の集光器を用いて２年間を超える定常観測を行い、

2010 年 11 月までに合計 3500 時間を超える観測データを蓄積した。観測の効率を議論する

際に良く用いられる Duty 比(全時間に対する観測時間の割合)としては、19.2%に対応する。

好天率 94%、稼働率 99%が達成されており、観測サイトの優位性を示すと共に、観測オペ

レーションの安定性を証明している(図 1, 図 2)。この 2 年間にわたる観測結果からは、GRB
衛星トリガーにおけるタイムゼロが 12 例、集光器視野に捉えられている(表 2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 2: 積算観測時間 図１: 微分観測時間 

表１: ガンマ線衛星とのクロス観測まとめ 



特に、昨年度の観測中に発生した GRB100906A に関しては、プロンプト光学閃光探索結

果を GCN Circular に投稿した [GCN#11291]。GRB 発生の前後各 600 秒に渡って約 12
等級の制限をつけている (図 3)。本 GRB では、近傍に明るい星が存在したが、解析方法を

工夫することでその効果を除去することに成功した。本解析手法の開発により、明るい星

の近傍であっても突発天体探索可能であることが示されたといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マウナロアでの観測と並行して、柏ではトリガーセンサー及び読み出し回路の製作・評価

を行った。ガンマ線トリガーの実装に向けて準備中である。 
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図 3: GRB100906A 光学閃光に対する制限 [GCN#11291]。 


